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環日本海環境協力の中核拠点へ着実な第一歩 7

県
政
に
積
極
的
な
提
言
を

9 

14 

15 

-
県
政
モ
ニ
タ
ー
へ
の
委
嘱
状
交
付
式

が
四
月
十
二
日
、
富
山
市
の
県
民
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
県
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
県
民
の
声
を
県

政
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
昭
和
五
十

六
年
度
に
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。
十
期

目
と
な
る
今
回
は
、
公
募
枠
を
従
来
の

五
十
名
か
ら
百
名
に
倍
増
し
、
市
町
村

推
薦
枠
と
併
せ
て
二
百
五
十
名
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。回目ヲ'
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，
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とやま音のある風景

墓ノ木自然公園の野鳥と黒部川の水音

地域をつくる仲間たち〈人物カフェ〉

世界野生生物映像祭ボランティア早勢欣和さん

手軽な疲労解消法

とやま感動案内

立山博物館まんだら遊苑

行ってみよう情恒

健康ひとくちメモ
知
.
交
付
式
で
は
、
中
沖
知

榊
事
が
、
モ
ニ
タ
ー
代
表
の

開
高
柳
斡
子
さ
ん
に
委
嘱
状

れ
を
手
渡
し
、
軍
政
の
課
題

飢
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

少」引
前
向
き
、
建
設
的
、
辛
口

信
主
恩
見
を
遠
慮
な
く
寄
せ

働
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

晴
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

-
県
政
モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は
二
年
間

で
、
県
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
た
り
、
懇
談
会
に
参
加
す
る
ほ
か
、

県
政
に
対
す
る
提
言
募
随
時
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
こ
れ
ら

の
声
に
耳
を
傾
け
、
積
極
的
に
施
策
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
広
報
課

告

0
7
6
(
4
4
4
)
3
1
3
3

安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
要
請

間
来
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護

保
険
制
度
に
お
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
者
向
け
の
説
明
会

が
、
四
月
二
十
七
、
二
十
八
日
の
二
日

間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
0

・
介
護
保
険
制
度
で
は
、
県
の
指
定
を

受
け
た
事
業
者
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
作
成
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
利
用
者
は
、
自
分
に
合
っ

た
事
業
者
を
選
択
す
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
き
た
老
人
施
設
や
病
院
以

外
に
も
幅
広
い
分
野
の
民
間
事
業
者

が
参
入
で
き
る
こ
と
が
特
徴
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
説
明
会
で
は
、
県
の
担
当
者

が
、
事
業
者
と
し
て
必
要
な
人

員
、
設
備
な
ど
の
基
準
を
説
明

し
た
ほ
か
、
高
齢
化
率
の
高
い

中
山
間
地
域
へ
の
参
入
を
強
く

要
請
し
ま
し
た
。

園
事
業
者
の
指
定
申
請
は
、
全
国
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
六
月
一
日
か
ら
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
県
で
は
、

順
次
審
査
の
う
え
適
切
な
事
業
者
を

指
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

-
ま
た
、
県
で
は
、
利
用
者
が
事
業
者

を
選
択
す
る
際
の
相
談
相
手
と
な
る

「
介
護
支
援
専
門
員
」
を
引
き
続
き
養

成
す
る
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
の
導
入

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
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熱心に説明を聞く介護サービス関係者

昭和46年6月1日(火)
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発
表
!
富
山
を
熱
く
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム

園
四
月
十
七
日
、
県
民
会
館
で
「
2
0

0
X
年
県
民
が
燃
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
」
の
最
終
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

-
こ
の
事
業
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
県
民
自
ら
が
目
標
を
定
め
、
夢
と
希

望
に
あ
ふ
れ
る
富
山
県
を
実
現
し
て
い

こ
う
と
、
県
内
の
有
志
に
よ
り
進
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
平
成
七
年
に
県

内
外
か
ら
募
っ
た
二
千
三
百
七
十
件

の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
「
人
が
緑
が
燃

え
る
ま
ち
」
「
県
民
活
動
、
燃
え
る
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
「
2
0
0
X
年
冬
の
火

ロMnヨ
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県
水
墨
美
術
館
が

待
望
の
オ
ー
プ
ン
!

-
四
月
二
十
九
日
、
近
代
水
墨
画
の

流
れ
を
紹
介
す
る
全
国
的
に
も
ユ
一
丁

ク
な
美
術
館
、
富
山
県
水
墨
美
術
館

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

国
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
開
館
記
念

式
典
で
は
、
中
沖
知
事
が
、
「
圏
内
外

の
多
く
の
方
に
、
日
本
の
美
と
そ
れ
を

培
っ
た
心
を
十
分
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
砺
波
市

か
ほ
あ
き
ら

出
身
の
画
家
、
下
保
昭
氏
ら
と
共
に

一
ア
|
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

-
同
美
術
館
は
、
寄
せ
棟
造
り
日
本
瓦

葺
き
の
本
館
と
茶
室
、
日
本
庭
園
な
と

た
け
う
た
ぜ
い
ほ
う

で
構
成
さ
れ
、
竹
内
栖
鳳
ら
大
家
の
水 中沖知事らによるテープカット

20年近い歳月をかけて整備が進められていた
立山黒部アルペンルートは、1970(昭和45)年12
月に最後の難所立山トンネル(室堂~大観峰)

が完成、雪解けを待って1971(昭和46)年6月1
日に全線開通した。富山から信濃大町まで3000
メートル般の山々を越えて観光ルートを貫通さ

せるとpう世紀の大構想が遂に実現し、立山は

年間数万人の登山の対象から、百万人の観光客

が訪れる国際的山岳観光ルートへと変貌したの

である。ただし、自然環境保護のため、マイカー

の乗り入れは禁止され、上高地などの他の観光

地のモデルとなった。

近年でも、立山トンネ

ルノfスのトロリー"')ス

化(平成8年)、高原

パスへのハイブリッド

パス導入(平成10年)
など、自然との共存に

向けた取り組みが続

いている。
天狗平を行く高原パス

立山黒部アルペンルート
全線開通

祭
リ
」
の
三
つ
を
テ
ー
マ
に
選
び
、
具

体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

国
今
固
ま
と
ま
っ
た
最
終
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
事
業
の
方
向
性
と
し
て
、
①
県

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

高
岡
市
に
「
2
0
0
X
年
ま
ち
づ
く
り

の
会
」
を
設
立
し
、
「
と
や
ま
の
ま
ち
」

探
検
隊
を
実
施
す
る
。
②
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
を
さ
か
ん
に
す
る
仕
組

み
を
考
え
る
「
2
0
0
X
年
県
民
活
動

を
育
て
る
会
」
を
設
立
す
る
。
③
県
民

の
遊
び
心
に
火
を
つ
け
る
た
め
、
年
末

に
た
い
ま
つ
パ
レ
ー
ド
や
花
火
シ
ョ
ー

な
ど
を
内
容
と
す
る
「
2
0
0
X年
冬

の
火
祭
り
」
を
開
催
す
る
。
な
ど
を
示

し
て
い
ま
す
。

国
今
後
、
実
行
組
織
で
は
、
よ
り
多
く

の
人
々
に
参
加
を
呼
び
か
け
な
が
ら
事

業
を
具
体
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

墨
画
を
中
心
に
二
百
三
十
作
品
を
収

蔵
。
そ
の
う
ち
約
三
十
点
を
、
常
設
展

示
「
近
代
水
墨
画
の
系
譜
」
、
「
下
保
昭

作
品
室
」
の
二
室
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
展
示
室
以
外
の
区
域
は
、

入
館
料
の
い
ら
な
い
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

に
な
っ
て
お
り
、
気
軽
に
、
日
本
情
緒

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
開
館
記
念
特
別
展
と
し
て
五
月
三

十
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
一
横
山
大
観
展
」

に
は
、
延
べ
四
万
六
千
人
も
の
美
術

フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
大
観
の
壮
大
か
つ
綿

密
な
世
界
を
堪
能
し
ま
し
た
。
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県
友
好
代
表
団
が

中
国
遼
寧
省
を
訪
問

-
富
山
県
と
遼
寧
省
と
の
友
好
県
省

締
結
十
五
周
年
を
記
念
し
て
五
月
四

日
か
ら
八
日
ま
で
の
五
日
問
、
県
内
の

経
済
、
文
化
、
教
育
な
ど
各
界
代
表
者

か
ら
な
る
富
山
県
友
好
代
表
団
が
中

し
ん
よ
-
つ

国
遼
寧
省
を
訪
問
、
省
都
港
陽
市
で
行

わ
れ
た
十
五
周
年
記
念
式
典
や
、
富
山

県
水
墨
画
展
の
開
会
式
な
ど
に
出
席

し
、
両
県
省
の
相
互
理
解
と
友
好
親
善
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プログラム委員会の米田座長から最終プログラムを受け
取る中沖知事

を
深
め
ま
し
た
0

.
今
回
の
訪
問
で
は
、
県
立
富
山
中
部

高
校
と
濯
陽
市
の
東
北
育
才
学
校
と

が
友
好
協
定
に
調
印
し
た
ほ
か
、
両
県

省
の
芸
術
団
体
が
十
一
月
に
友
好
提

携
を
締
結
す
る
こ
と
に
合
意
し
ま
し

た
。
ま
た
、
中
沖
知
事
が
、
富
山
空
港
と

し
ゅ
う
す
い
し

大
連
周
水
子
国
際
空
港
と
の
友
好
空

港
の
締
結
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
し
た

の
に
対
し
、
張
国
光
遼
寧
省
長
な
ど
か

ら
前
向
き
な
姿
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
0

.
今
年
十
月
に
は
、
遼
寧
省
か
ら
省
長

を
代
表
と
す
る
友
好
代
表
団
が
来
県

し
、
県
水
墨
美
術
館
で
聞
か
れ
る
遼
寧

省
水
墨
画
展
や
富
山
市
な
ど
で
開
催

ニ

ア

さ
れ
る
N
E
A
R
引
(
北
東
ア
ジ
ア
経

済
E
X
P
O
)
な
ど
に
出
席
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
両
県
省
の
交
流
が
今

後
幅
広
い
分
野
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
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